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サイバー大学紀要の刊行にあたって

吉 村 作 治

サイバー大学・学長

大学の存在価値は, 教育と研究が車の両輪となって進むことにある｡ 大学, 特に私

立大学に於いては, 教育に力を入れるあまり教員の研究に無関心となる傾向がややも

するとあるが, 私は, 研究は個人の興味を満たすこともさることながら, 教育の原資

となるべきだと考えている｡ 俗に, 良き研究者は教育者としては適合しないとか, 良

き教育者は研究者として, ぱっとしないなどと言われているが, 大きな間違いである｡

大学の教員は研究者としても世に認められるべきで, 自らの研究を学生に伝授してこ

そ, 真の大学教員といえるのである｡

研究者として認められるためには, 研究費を外部から導入しなければならない｡ そ

れは, 学生の学費の大部分は教育費用に充てるべきだからである｡ そうでなければ,

学生の利益に反することになる｡ そして, 外部の資金を導入した研究成果を大学の紀

要に発表したり, 自ら所属する学会誌に公表するなどして世に信を問うことで, 大学

教員の存在価値が出るのである｡

2009年 4月から, 本学にも研究機構が立ち上がる｡ 各先生方には自らの研究プロ

ジェクトを設定していただき, 分野によっては他大学や他の研究機関の方々と共同で

研究調査を行い, その成果を今回創刊となった本紀要に発表していただきたい｡ この

ことで, 本学学生に誇りを持ってもらい, 本学の価値を広く世に知ってもらう第一歩

としたいと思っている｡

研究機構発足と時を同じくして本学の紀要が刊行されることを大変嬉しく思うと同

時に, 今後, 紀要では掲載できないテーマや, 本学の発展に寄与する提言, 先生方の

体験を著すものといった媒体が必要になってくるに違いなく, それに沿った対応手段

を作っていかなければならないと考えている｡

ともかく, 本学が研究面に於いても第一歩を踏み出すことができたことを, 本紀要

の編集委員の先生方, 職員方に感謝したい｡
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